
 

 

 

 

 

 

今はこうありたい、これからはこうなりた

いという想いがありました。それが思春期

を過ぎて大人になって、今は親としての顔

で日々を過ごしています。しかし、保護者

のみなさまには、少し他とは違う子育てに

追われる毎日だけれども、もともとの自分

らしさをどこかにとどめておいてほしい

と願っています。 

 「親」の前には必ず「わたし」が存在し

ます。そのいつまでも変わらない「わたし」

は自分自身が子どもの頃にはもっとはっ

きりと立ち現れていたと考えれば、「わた

しってどんな子どもだったかな」と思い出

してみて、今の自分と比べてみることも大

切かもしれません。 

 今年度もよろしくお願い致します。 

 

  

 

 

ポニーだより 
２０１４年度 ３号 

 

新年にあたって 

 

2015 年が始まりました。 

 新年を迎えられ新たなお気持ちでい

らっしゃることと思います。旧年中はポ

ニーの学校の運営に際し様々な面でご

協力いただきありがとうございました。

厚く御礼申し上げます。 

 さて、 アメリカのとある企業が、新

たに市場に出す生理用品の宣伝を兼ね

てひとつの啓発実験を行いCMとして公

開しました。 

 それはまず数名の成人女性に「女の子

らしく走ってみて」「女の子らしくボー

ルを投げて」などと伝え、実際にカメラ

の前で演じてもらいます。すると少し足

を閉じて走ったり、か弱くボール投げる

といった振りを一様に見せました。次に

10歳の女の子に同じことを問うと、ど

の子も力強くて素早い動作で走り、きび

きびとした動きでボールを投げます。そ

んな子どもたちに、「女の子らしく走る

ってどういうこと？」とたずねると答え

はこうです。 

「それは思いっきり走る！ってことで

しょ？」 

 誰もが「女の子」だった頃は、活発と

は限らなくても自分らしくあったはず。 
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毎年恒例となっていますお楽しみ会を

12月 6 日（土）に開催しました。開催に

あたっては、ポニーの学校父母の会から多

大な 

公演が終わると、父母の会からのおやつを

もらったり、プレイルームに用意されたお

餅を食べたり、楽しい時間を過ごしました。

子ども達のために餅つき隊へご協力下さ

ったお父様方、ありがとうございました。 

お餅を食べて一息ついた頃、餅つき体験が

始まり、一時は長い行列ができる人気ぶり

でした。1 人でできるからと杵を持ち上げ

る子もいれば、家族の人と一緒にカメラで

ポーズをとる子もいて、楽しみ方は様々で

したね。皆さんにとって素敵な思い出の日

になれば、職員一同、嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

お楽しみ会 

るご支援をいただきましたことをまずも

ってお礼申し上げます。寒い日でしたが天

候には恵まれ、当日は子どもと保護者等合

わせて約130名の参加がありました。 

今年は前半の企画を和太鼓にしました。

迫力ある太鼓の響き、笛の音、かけ声、本

格的な演奏でした。圧倒されて見入ってい

るお子さんも多かったかと思いますが、い

かがでしたでしょうか。また、公演の後の

和太鼓打ち体験も大盛況でした。 

今後の予定 

 

●4 月から利用希望の方の初回面接   

3 月 4 日（水）午後 

    5 日（木）全日 

6 日（金）午前 

●就学児を送る会 

3 月 27 日（金） 

●施設開放日  

3 月 31 日（火） 

●療育調整日 

3 月 27 日（金）～4月 3日（金） 

                        


